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〔お問合せ先〕 レンゴー株式会社 広報部広報課 後藤  TEL：03-6716-7311 
 

関係各位 

 

レンゴー株式会社 

  レンゴー株式会社（本社：大阪市北区 社長：大坪 清）は、段ボール・板紙製品につき、 

  下記の通り価格改定をお願いさせていただくことといたしました。 

  何卒ご理解を賜りますようお願い申しあげます。 

記 

１．対象製品と改定内容 

    板紙製品 

  ライナＬＢ級      現行価格比 ＋１５％以上 

  ライナＬＣ級      現行価格比 ＋１８％以上 

  中しんＭＣ級      現行価格比 ＋２０％以上 

白板紙       現行価格比 ＋１５％以上 

紙管原紙及びその他板紙 現行価格比 ＋１５％以上 

（実施時期）      ２００８年９月２１日納入分から 

    段ボール製品 

段ボールシート     現行価格比  ＋８円／㎡以上 

段ボールケース     現行価格比 ＋１３％以上 

（実施時期）      ２００８年１０月１日納入分から 

 

２．改定の理由 

当社は、昨年秋、段ボール製品と板紙製品の価格修正をお願いいたしましたが、

その後も外部経済要因の激変により原燃料価格が高騰しつづけ、板紙・段ボール業界全

体の交易条件が著しく悪化しています。 

昨年(2007年)７月時点から比較して、原油価格が２倍近くとなる中でエネルギーコス

ト(重油、ガス、石炭、電力)が原単位で約２倍、主原料(古紙)価格が約１．５倍、薬品・

コーンスターチ等補助材料コストが約１．５倍、さらに印刷インキの上昇や配送運賃に

サーチャージの負担が加えられ大幅なコストアップとなります。 

このような世界的な資源・エネルギー価格の上昇は、わが国全体での交易条件の悪化を

もたらしており、もはや一企業だけで対処できる状況ではありません。 

もとより当社では、生産の効率化や省資源・省エネルギーを念頭においた生産性の向

上、経費の節減など懸命なコスト吸収に努めておりますが、主要原燃料の急激、かつ大

幅なコスト事情悪化は、自助努力の限界を超えており、今後とも段ボールをはじめとし

た当社板紙関連製品のさらなる品質向上と安定供給を継続していくためには、板紙・段

ボール業界全体の交易条件の安定が必要であり、価格調整により外部経済要因悪化を吸

収せざるを得ない状況となりました。 

なお、当社では今後、環境対策やトータルコスト削減策として、効率的な最適パッケー

ジの開発にさらに努力するとともに、低ＣＯ２社会の実現に向けたカーボンフットプリン

ト(CF)の数値表示も検討してまいります。 

皆さまには、重ねてご理解を賜りますようお願い申しあげます。 

以上 

製品の価格改定に関するお願い 


